
市　議　会　だ　よ　り　　６こだいら平成１９年（２００７年）４月２９日

一般質問

ン
ト
を
共
通
商
品
券
と
交
換
し
た
り
、

区
内
全
域
で
買
い
物
等
に
使
え
る
制

度
を
始
め
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
そ

れ
ら
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

　

③
に
じ
バ
ス
は
主
婦
等
の
買
い
物

利
用
が
多
い
た
め
、
け
や
き
カ
ー
ド

と
の
連
携
も
含
め
、
商
店
街
の
活
性

化
等
を
進
め
た
い
。

※
パ
ス
モ
と
は

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
た
乗
車
券
に

よ
り
、
鉄
道
や
バ
ス
だ
け
で
な
く
電

子
マ
ネ
ー
と
し
て
も
利
用
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
こ
と
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
に
じ

バ
ス
に
導
入
し
た
場
合
の
活
用
は
。

　

②
ポ
イ
ン
ト
制
を
導
入
し
、
市
内

の
商
店
街
等
と
連
携
し
て
活
性
化
に

活
用
で
き
な
い
か
。

　

③
け
や
き
カ
ー
ド
と
の
連
携
は
。

市
長　

①
市
内
商
店
街
等
で
の
買
い

物
な
ど
へ
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　

②
現
在
事
例
は
な
い
が
、
世
田
谷

区
等
で
は
パ
ス
モ
に
た
ま
っ
た
ポ
イ

　

④
路
面
上
で
の
安
全
性
や
導
入
費

用
等
に
課
題
も
あ
る
が
、
新
た
な
提

案
と
し
て
研
究
し
た
い
。

※
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
は

　

軽
量
軌
道
交
通
の
こ
と
で
、
都
市

計
画
・
地
域
計
画
等
で
位
置
づ
け
ら

れ
、
従
来
の
路
面
電
車
の
走
行
環
境

や
車
両
等
を
向
上
さ
せ
た
、
人
や
環

境
に
優
し
く
経
済
性
に
す
ぐ
れ
た
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

西
武
バ

ス
の
ル
ー
ト
変
更
に
よ
り
青
梅
街
道

以
南
の
あ
か
し
あ
通
り
の
バ
ス
停
が

廃
止
と
な
っ
た
が
、
に
じ
バ
ス
の
ル

ー
ト
と
一
部
重
な
っ
て
い
る
こ
と
も

原
因
か
と
思
う
。
市
は
こ
の
影
響
を

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る
か
。ま
た
、

今
後
の
対
応
は
。

市
長　

路
線
廃
止
の
理
由
は
、
に
じ

バ
ス
の
影
響
が
全
く
な
い
と
は
言
え

な
い
が
、
経
営
合
理
化
策
と
し
て
不

採
算
路
線
の
整
理
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
民
間
バ
ス
路
線
及
び

地
域
内
の
生
活
交
通
の
充
実
も
含
め
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。
路
線
廃
止
と
な
っ
た
あ
か
し
あ

通
り
に
つ
い
て
は
京
王
電
鉄
バ
ス
に

対
し
、
小
平
団
地
か
ら
小
平
駅
南
口

へ
の
延
伸
を
依
頼
し
て
い
る
。

も
住
民
や
通
過
交
通
に
対
し
混
乱
と

危
険
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
交
通

管
理
者
か
ら
聞
い
て
い
る
。

桜
田　

誠
議
員
（
公
明
）　

①
武
蔵

野
美
術
大
学
、
白
梅
学
園
、
創
価
学

園
、
津
田
塾
大
学
が
協
議
会
を
結
成

し
、
西
武
バ
ス
に
対
し
て
新
小
平
駅

ま
で
の
循
環
バ
ス
を
要
望
し
て
い
る

が
、
市
の
対
応
は
。

　

②
中
央
公
民
館
を
経
由
し
て
新
小

平
駅
ま
で
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ

と
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長　

①
路
線
の
新
設
や
延
長
に
つ

い
て
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
西
武
バ

ス
は
積
極
的
で
は
な
い
が
、
引
き
続

き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

②
要
望
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
は

 
生 
活
交
通
の
充
実
を
優
先
し
た
い
。

※※
生
活
交
通
と
は

　

通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
い
物
な

ど
の
住
民
の
日
常
生
活
に
必
要
不
可

欠
な
交
通
の
こ
と
。

佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

①
鉄
道

事
業
者
と
協
力
・
協
働
す
る
考
え
は
。

　

②
青
梅
街
道
か
ら
小
川
駅
西
口
に

通
じ
る
都
道
の
踏
切
は
、
カ
ー
ブ
し

て
い
る
た
め
自
転
車
が
転
倒
し
や
す

い
が
、
防
止
策
は
。

　

③
小
平
駅
の
改
札
前
に
バ
ス
等
の

乗
り
場
案
内
を
表
示
で
き
な
い
か
。

　

④
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
西
武
多
摩
湖
線
を 
Ｌ 
Ｒ
Ｔ

※

化
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

市
長　

①
連
携
と
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

②
踏
切
内
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
再
度
要
望
す
る
。

　

③
引
き
続
き
調
整
し
た
い
。

主
な
ど
に
対
し
て
法
的
、
行
政
的
な

改
善
策
も
必
要
で
は
。

市
長　

①
土
地
に
定
着
さ
せ
倉
庫
等

に
使
用
す
る
場
合
は
建
築
基
準
法
の

建
築
物
に
該
当
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
、
市
民
か
ら
相
談
を
受
け
た
場

合
は
都
と
協
議
し
調
査
し
て
い
く
。

　

②
業
者
か
ら
は
転
倒
防
止
策
や
巡

回
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
か
ら

の
相
談
等
に
は
適
切
に
対
応
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

③
地
域
と
業
者
間
で
適
切
に
対
応

し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
現
状
と
、
市
が
デ
マ
ン

ド
方
式
を
検
討
し
な
い
理
由
は
。

　

②
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
を
比
較
し
た
場
合
の
機

能
の
評
価
は
。

　

③
デ
マ
ン
ド
交
通
は
交
通
不
便
地

域
に
最
適
で
は
な
い
か
。

市
長　

①
デ
マ
ン
ド
バ
ス
も
含
む
デ

マ
ン
ド
交
通
は
、
全
国　

の
市
町
村

２９

で
運
行
さ
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
に
じ
バ
ス
の
運
行
に
デ
マ
ン

ド
機
能
を
併
用
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
デ
マ
ン
ド
交
通
そ
の
も
の
を
検

討
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

②
コ
ス
ト
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
自

宅
か
ら
目
的
地
ま
で
直
接
移
動
が
可

能
な
デ
マ
ン
ド
交
通
は
利
便
性
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

③
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
も
の

で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

※
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は

　

定
時
・
定
路
線
で
運
行
す
る
方
式

と
は
違
い
、
利
用
者
か
ら
の
事
前
連

絡
に
応
じ
て
、
バ
ス
が
基
本
路
線
以

外
に
利
用
者
の
い
る
場
所
に
寄
る
な

ど
、
予
約
方
式
を
代
表
例
と
し
た
利

用
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
バ
ス
の
こ
と
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
用
途

地
域
の 
ダ 
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
対
す

※

る
考
え
方
は
。

　

②
宅
地
の
細
分
化
防
止
策
は
。

　

③
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
検
討
方
法

や
内
容
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長　

①
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
土
地
利
用
方
針
と
整
合
さ
せ
る

と
と
も
に
、
関
係
地
権
者
の
理
解
が

得
ら
れ
る
場
合
は
、
地
区
計
画
等
の

活
用
が
必
要
と
な
る
。

　

②
地
区
計
画
や
建
築
協
定
等
で
敷

地
面
積
の
最
低
限
度
を
設
け
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

　

③
市
民
と
土
地
所
有
者
が
主
体
と

な
る
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
検
討

す
る
。
内
容
は
地
区
計
画
等
提
案
型

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
考
え
て
い
る
。

※
ダ
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
は

　

用
途
地
域
の
指
定
（
建
ぺ
い
率
、

容
積
率
な
ど
）を
引
き
下
げ
る
こ
と
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
再
開

発
事
業
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　

②
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
を
再
開
発

地
区
に
移
転
し
、
市
も
事
業
主
体
と

し
て
組
合
に
参
画
す
る
考
え
は
。

　

③
二
中
通
り
と
中
宿
通
り
を
一
方

通
行
に
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
再
開
発
協
議
会
で
再
開
発

準
備
組
合
の
設
立
同
意
に
向
け
た
調

整
が
進
ん
で
い
る
。
平
成　

年
度
中

１８

に
準
備
組
合
の
規
約
等
を
定
め
、　
１９

年
度
の
通
常
総
会
を
準
備
組
合
の
設

立
総
会
と
し
て
い
く
。

　

②
現
時
点
で
は
移
転
は
考
え
て
い

な
い
が
、
公
共
施
設
管
理
者
と
し
て

積
極
的
に
事
業
を
支
援
し
た
い
。

　

③
現
状
で
は
課
題
が
多
く
、
試
行

落
札
者
を
内
定
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

教
育
長　

②
約　

年
後
を
想
定
し
、

１０

地
域
開
放
型
の
体
育
館
を
建
設
す
る

計
画
で
あ
る
。

市
長　

③
地
権
者
の
承
諾
を
条
件
に

市
道
と
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）　

現
況
に

対
す
る
認
識
と
、
今
後
の
町
の
あ
る

べ
き
姿
は
。

市
長　

駅
を
中
心
に
商
業
、
業
務
地

が
形
成
さ
れ
、
そ
の
周
り
に
成
熟
し

た
市
街
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域

と
認
識
し
て
い
る
。
緑
豊
か
で
良
好

な
居
住
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
、
市

の
業
務
の
中
心
地
と
し
て
、
ま
た
地

域
の
人
々
が
日
常
生
活
の
中
で
、
交

流
し
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
町
を

目
標
と
し
て
、
今
後
（
仮
称
）
地
区

計
画
等
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

制
定
を
検
討
し
、
市
民
と
と
も
に
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

西　

克
彦
議
員（
共
産
）　

①
法
的
、

行
政
的
な
取
り
扱
い
は
。

　

②
市
民
か
ら
安
全
な
ど
に
対
す
る

不
安
の
声
が
あ
る
が
、
対
策
は
。

　

③
土
地
所
有
者
、
コ
ン
テ
ナ
貸
し

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

　

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
検
討
す

る
中
で
、
公
共
交
通
網
の
充
実
や
安

全
な
歩
行
空
間
の
確
保
を
目
指
し
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

①
社
宅

跡
地
活
用
の
進
捗
状
況
は
。

　

②
市
民
広
場
の
売
却
に
関
し
て
市

民
と
情
報
交
換
を
し
て
い
る
か
。

市
長　

①
平
成　

年　

月
に
売
却
先

１８

１２

が
内
定
し
大
規
模
土
地
取
引
行
為
届

出
書
が
市
に
提
出
さ
れ
た
。そ
の
後
、

土
地
利
用
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て

市
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
土
地
取
引
に
関

す
る
助
言
を
行
い
、
購
入
内
定
業
者

と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
今
後
は
事

業
主
が
届
け
出
た
土
地
利
用
構
想
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
市
は
公

告
縦
覧
を
行
っ
て
周
辺
住
民
か
ら
意

見
書
の
提
出
を
受
け
る
。

教
育
長　

②
市
や
自
治
会
主
催
の
報

告
会
を
通
じ
て
意
見
を
聞
き
、
ま
た

施
設
の
あ
り
方
等
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
移
転
し
な
い
。

島
村
速
雄
議
員
（
政
和
）　

①
市
長

が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
提
出
し
た
要
望
書
の
内

容
と
そ
の
反
応
は
。

　

②
花
小
金
井
南
中
学
校
体
育
館
の

建
て
か
え
時
期
と
概
要
は
。

　

③
北
側
私
道
と
敷
地
内
私
道
の
開

発
後
の
考
え
方
は
。

市
長　

①
市
と
十
分
協
議
を
行
う
こ

と
、
市
が
取
得
を
希
望
す
る
位
置
と

面
積
の
用
地
を
直
接
売
却
す
る
こ
と
、

分
割
開
発
を
行
わ
な
い
こ
と
等
を
開

発
業
者
に
義
務
づ
け
る
こ
と
等
で
あ

る
。
市
の
要
望
な
ど
を
条
件
と
し
て

入
は
約　

万
円
で
約
１
％
と
な
る
。

４０

　

②
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い
公
共

施
設
名
、
町
丁
名
等
を
採
用
し
た
。

　

③
特
に
定
め
て
い
な
い
。

　

④
新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
、
及

び
地
域
資
源
の
ア
ピ
ー
ル
と
い
っ
た

効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、
導
入
が

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

桜
田　

誠
議
員
（
公
明
）　

①
国
分

寺
駅
行
き
も
東
村
山
駅
行
き
も
１
番

線
ホ
ー
ム
で
乗
り
お
り
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
市
の
対
応
は
。

　

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

③
駅
前
広
場
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
実
施
ま

で
の
暫
定
的
な
措
置
で
あ
る
と
聞
い

て
お
り
、
市
は
乗
降
客
の
安
全
や
高

齢
者
等
へ
の
対
応
等
を
確
認
し
た
。

　

②
将
来
の
橋
上
駅
化
に
よ
る
東
口

対
応
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
自
由
通
路

の
設
置
を
見
込
ん
だ
当
面
の
駅
構
内

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）　

①
に
じ

バ
ス
の
収
入
金
額
と
構
成
比
は
。

　

②
バ
ス
停
名
が
決
ま
っ
た
経
緯
は
。

　

③
名
称
の
使
用
期
限
は
。

　

④
バ
ス
本
体
や
バ
ス
停
に
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
運
賃
収
入
が
約
２
千
６
百

　

万
円
、
総
収
入
に
対
す
る
構
成
比

３０は
約　

％
、
市
か
ら
の
補
助
が
約
２

４８

千
７
百　

万
円
で
約　

％
、
広
告
収

８０

５１

に
じ
バ
ス
の
バ
ス
停
等
に
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る

鷹
の
台
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

駅
前
広
場
設
置
等
に
つ
い
て

再
び
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
花
小
金
井
東
社
宅

跡

地

開

発

に

つ

い

て

一
橋
学
園
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

高
齢
者
の
交
通
確
保
の
た
め

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
検
討
で
き
な
い
か

小
川
駅
西
口
再
開
発
と
小
川
西
町

地
区
の
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
花
小
金
井
東
社
宅
跡
地
活
用

と
花
小
金
井
南
市
民
広
場
の
存
続

コ
ン
テ
ナ
倉
庫
と
周
辺
の

環
境
・
安
全
な
ど
の
保
持
に
つ
い
て

開
発
事
業
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て

�
花
小
金
井
南
中
学
校
体
育
館

（
花
小
金
井
南
町
一
丁
目
）

�
に
じ
バ
ス
と
バ
ス
停
（
仲
町
公

民
館
）

�
西
武
多
摩
湖
線

産

業

振

興

都

市

整

備

パ

ス

モ

導

入

に

よ

る

小
平
市
活
性
化
が
考
え
ら
れ
な
い
か

※

※

武
蔵
野
美
術
大
学
か
ら
新
小
平
駅
間

に
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
て

線
路
や
駅
な
ど
の
改
善
の
た
め
に

西
武
鉄
道
等
と
一
層
の
協
働
を

西
武
バ
ス
路
線
の

一
部
廃
止
に
つ
い
て


